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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁厚と等しい太さを有する角材からなる柱を基礎に固定する構造であって、
　柱の下端部に壁厚よりも薄い小形部を形成し、
　この小形部を小形部と等しい厚さの固定金物で基礎に固定するとともに、
　壁と小形部とで形成される凹部に断熱材を装填したことを特徴とする柱の固定構造。
【請求項２】
　請求項１記載の柱の固定構造において、
　柱の下端部は、柱の周囲２面を軸線方向に切り欠くことにより壁厚より薄い小形部とし
て形成されていることを特徴とする柱の固定構造。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載の柱の固定構造において、
　固定金物は、基礎上に載せられた床上に基部を固定するとともに、該基部から前記小形
部の厚さ分の間隔をおいて延設された一対の支持片を備えていることを特徴とする柱の固
定構造。
【請求項４】
　請求項１、請求項２または請求項３記載の柱の固定構造において、
　固定金物の基部には、側面視四角形状を呈する箱状部が形成され、この箱状部が基礎か
ら突出されたアンカーボルトを固定するためのナット固定空間を構成することを特徴とす
る柱の固定構造。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たとえば木質プレファブ建築における柱の固定構造に関し、特に３階建て住
宅の場合の１階部分におけるコーナー柱や中間柱等といった柱の下端部を基礎に固定する
際の柱の固定構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば３階建て住宅の場合の１階部分におけるコーナー柱や中間柱の固定部には、布基
礎上に敷設される床パネル上に立設させて結合固定するために、箱金物等の固定金物が一
般に用いられている（例えば、特許文献１，２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－１３６８２７号公報
【特許文献２】特開平７－１９７５２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このような箱金物等の固定金物を用いた柱の固定構造において、当該部分で
の熱橋対策を講じることが必要とされている。このため、該箱金物等による結合部分を断
熱材等で取り囲むような施工を行うことが従来から行われている。
【０００５】
　しかし、上述したような柱の固定構造において従来例では、断熱材の施工が面倒かつ煩
雑である等の問題があった。特に、上述した従来構造によれば、柱や床パネルの周囲にお
いて、断熱材を外側に張り出して設けているが、その取付面が平らな面であるから断熱材
が取付けにくく、作業性の面で問題であった。
【０００６】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、柱の下端部の固定構造において
、断熱材の施工作業を簡単に行え、固定金具を用いた部分での熱橋対策を簡単かつ確実に
図ることができる柱の固定構造を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的に応えるために本発明（請求項１記載の発明）に係る柱の固定構造は、
壁厚と等しい太さを有する角材からなる柱を基礎に固定する構造であって、柱の下端部に
壁厚よりも薄い小形部を形成し、この小形部を小形部と等しい厚さの固定金物で基礎に固
定するとともに、壁と小形部とで形成される凹部に断熱材を装填したことを特徴とする。
【０００８】
　本発明（請求項２記載の発明）に係る柱の固定構造は、請求項１記載の柱の固定構造に
おいて、柱の下端部は、柱の周囲２面を軸線方向に切り欠くことにより壁厚より薄い小形
部として形成されていることを特徴とする。
【０００９】
　本発明（請求項３記載の発明）に係る柱の固定構造は、請求項１または請求項２記載の
柱の固定構造において、固定金物は、基礎上に載せられた床上に基部を固定するとともに
、該基部から前記小形部の厚さ分の間隔をおいて延設された一対の支持片を備えているこ
とを特徴とする。
【００１０】
　本発明（請求項４記載の発明）に係る柱の固定構造は、請求項１、請求項２または請求
項３記載の柱の固定構造において、固定金物の基部には、側面視四角形状を呈する箱状部
が形成され、この箱状部が基礎から突出されたアンカーボルトを固定するためのナット固
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定空間を構成することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　以上説明したように本発明に係る柱の固定構造によれば、柱の下端部に壁厚よりも薄い
小形部を形成し、この小形部を小形部と等しい厚さの固定金物で基礎に固定するとともに
、壁と小形部とで形成される凹部に断熱材を装填するように構成しているから、簡単な構
成であるにもかかわらず、以下に述べる種々優れた効果を奏する。
【００１２】
(１)柱の基礎側への結合用として固定金物を用いた場合の熱橋対策、特に断熱材の施工を
容易に行えるようにする。
(２)特に、柱の下端部に小形部により形成される凹部を利用して断熱材を装填して配設す
るように構成しているから、従来のように柱や床パネルの周囲の平らな面に、断熱材を外
側に張り出させて取り付ける場合に比べて、作業がきわめて簡単に行えるものであり、作
業性の面で優れている。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係る柱の固定構造の一実施形態を示す要部の概略分解斜視図である。
【図２】図１において、本発明を特徴づける柱の下端部の小形部と固定金具との関係を示
す概略図である。
【図３】本発明に係る柱の固定構造の一実施形態を示す要部の縦断面図である。
【図４】本発明に係る柱の固定構造の一実施形態を示す要部の横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１ないし図４は本発明に係る柱の固定構造の一実施形態を示す。
　なお、この実施形態では、たとえば３階建て住宅の１階部分においてコーナー柱を基礎
上に固定する場合を例示している。
【００１５】
　これらの図において、符号１０は布基礎、１１は台輪、１２は床パネル、１３は半土台
、１４は壁パネル固定用アンカーボルト、１５は柱固定用アンカーボルト、２０はコーナ
ー柱の固定金物、３０はコーナー柱であり、さらに４０は壁パネルである。
【００１６】
　布基礎１０の直角をなすコーナー部において、その両側に壁パネル固定用アンカーボル
ト１４，１４がそれぞれ埋設されるとともに、コーナー頂点部に柱固定用アンカーボルト
１５が埋設されている。
【００１７】
　以上の布基礎１０コーナー部上面に台輪１１，１１をそれぞれ介して、床パネル１２が
敷き込まれるとともに、その床パネル１２の端部に沿わせて、たとえば、６０ｍｍ幅の半
土台１３，１３が夫々取り付けられている。
　そして、床パネル１２およびその端部に沿わせた別部材の半土台１３，１３によるコー
ナー部上には、例えば、１２０ｍｍ角のコーナー柱３０が立てられる。このコーナー柱３
０は、壁パネル４０の壁厚と等しい太さをもつ角材によって構成されている。
【００１８】
　ここで、床パネル１２の外側面および半土台１３，１３の内側面には、各アンカーボル
ト１４，１４，１５を通すための欠込み加工を予め施しておく。これにより、例えば、直
径１２ｍｍの各アンカーボルト１４，１４，１５が、床パネル１２および半土台１３，１
３間であって、その上方に突出している。
　なお、床パネル１２は、図３のように、合板１２１の下面に芯材１２２，１２３…を接
合一体化してなる。
【００１９】
　さて、本発明によれば、上述したコーナー柱３０を布基礎１０側に固定するにあたって
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、柱３０の下端部に壁厚よりも薄い角柱形状をもつ小形部３１を形成し、この小形部３１
を小形部と等しい厚さの固定金物２０で布基礎１０上の半土台１３，１３および床パネル
１２上に固定するとともに、壁パネル４０と小形部３１とで形成される凹部３２、３３に
断熱材５０，５１を装填するように構成している。
【００２０】
　ここで、上述した小形部３１は、柱３０の下端部において該柱３０の周囲２面を軸線方
向に沿って所定深さだけ切り欠くことにより壁厚より薄い細角柱形状の小形部３１として
形成されている。
【００２１】
　また、固定金物２０は、布基礎１０上に載せられた床（床パネル１２や半土台１３，１
３による）上に、基部に設けた側面視四角形状を呈する箱状部２１を固定するとともに、
該箱状部２１から前記小形部３１の厚さ分の間隔をおいて延設された一対の支持片２２，
２３を備えて構成されている。
【００２２】
　固定金物２０の基部の箱状部２１の内部には、布基礎１１側から突設されたアンカーボ
ルト１５を固定するためのナット固定空間が形成されている。
　なお、図中２６はアンカーボルト１５を締結するナットである。また、２７は支持片２
２，２３を柱３０の小形部３１に固定するための釘である。
【００２３】
　これを詳述すると、前記コーナー柱３０用の固定金物２０は、図１ないし図４に示すよ
うに、壁厚と等しい太さを有する角材からなるコーナー柱３０よりも細く形成されている
小形部３１に対応して、たとえば９０ｍｍ角の大きさをもつ箱状部２１と、この箱状部２
１上から上方に延設された隣接する２辺から垂直に各々起設されて一体化した、例えば、
幅５０ｍｍ程度で高さ２００ｍｍ程度の平板による２片の支持片２２，２３とを備えてい
る。
【００２４】
　ここで、上述した箱状部２１は、水平方向の対向する面がねじ締め用の開口面とされて
いる箱体形状で形成され、その上面部であって、前記開口面とは対応しない閉塞面の上部
に前記支持片２２，２３が対向するようにして垂直方向に延設されている。
【００２５】
　また、上述した箱状部２１および支持片２２，２３は、たとえば厚さ９ｍｍ程度の鉄板
により折り曲げ形成されるもので、箱状部２１の底板の中央には、例えば、直径３０ｍｍ
程度の円形の取付孔（図２参照）が形成される一方、支持片２２，２３には、例えば、横
２列で上下方向に６個ずつによる計１２個の孔部が形成されている。
【００２６】
　他方、コーナー柱３０の下端部は、図１、図２に示すように、その２面が所定長さにわ
たって切り落とされており、これにより小形部３１が形成されている。そして、この小形
部３１の２面に前記支持片２２，２３が釘２７で固定され、この固定金物２０がアンカー
ボルト１５、ナット２６で布基礎１１側に固定されることにより、該柱３０を布基礎１１
上の床パネル１２上に立設させた状態で支持固定するようになっている。
【００２７】
　以上の構成によれば、壁厚と等しい柱３０の下端部に該壁厚よりも薄い小形部３１を形
成し、この小形部３１を、該小形部３１と等しい厚さの固定金物２０で布基礎１１側に固
定するとともに、壁４０と小形部３１とで形成される凹部３２，３３内に、前記小形部３
１の外側と下端部に組み付けられている固定金物２０を覆うような大きさと形状で形成さ
れている断熱材５０，５１を装填するように構成しているから、簡単な構成であるにもか
かわらず、以下に述べる種々優れた効果を奏する。
【００２８】
　すなわち、柱３０の布基礎１１側への結合用として固定金物２０を用いた場合の熱橋対
策、特に断熱材５０，５１の施工をきわめて容易に行える。
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　特に、柱３０の下端部に小形部３１により形成される凹部３２，３３を利用して断熱材
５０，５１を装填して配設するようにしているから、従来のように柱や床パネルの周囲の
平らな面に、断熱材を取り付ける場合等のように断熱材を手で押さえるといった面倒な作
業は不要であり、断熱材５０，５１等の組み付け作業がきわめて簡単に行えるものであり
、作業性の面で優れている。
【００３０】
　これを詳述すると、本発明のように、柱３０の下端部に設けた小形部３１に対して固定
金物２０を固定し、これにより柱３０の下端部において小形部３１の周囲で隣接して配置
される壁パネル４０との間に形成される凹部３２，３３内に断熱材５０，５１を装填して
組み込むようにしているから、断熱材５０，５１を所定位置に位置決めして装填すること
が可能となる。
【００３１】
　また、この断熱材５０，５１の装填作業中にこれらの断熱材５０，５１を手で押さえて
落下を防止するといった面倒な作業は不要となる。
　特に、断熱材５０，５１等の形状を、凹部３２，３３の形状よりも大きくし、装填時に
おいて、圧縮した状態でそれぞれの凹部３２，３３内に装填すれば、より一層落下しにく
くなるもので、その実用上での利点は大きい。
【００３２】
　なお、本発明は上述した実施の形態で説明した構造には限定されず、柱３０の固定構造
を構成する各部の形状、構造等を適宜変形、変更し得ることは言うまでもない。
　たとえば布基礎１１上への床パネル１２等の配設構造、壁パネル４０等の配設構造とし
ては種々の変形例が考えられる。
【００３３】
　また、柱３０として、コーナー柱を例示したが、これに限定されない。さらに、固定金
具２０としても、箱状部３１と支持片３２，３３からなるほぼコ字状を呈する金具に限ら
ず、適宜の変形例が考えられる。
【符号の説明】
【００３４】
１０　布基礎
１１　台輪
１２　床パネル
１３　半土台
１４　壁パネル固定用アンカーボルト
１５　柱固定用アンカーボルト
２０　柱固定金物
２１　箱状部
２２，２３　支持片
２６　ナット
２７　釘（スクリュー釘）
３０　柱（コーナー柱）
３１　小形部
３２，３３　凹部
４０　壁パネル
５０、５１　断熱材
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